
毎年４月、小学６年生、中学３年生を対象
に全国学力学習状況調査（以下全学調）が実
施されています。また１１月下旬に小学３年
生から中学３年生を対象に熊本県学力学習状
況調査（以下県学調）が実施されました。

この調査は、単に国語や
算数のテストの結果だけで
なく、「あなたはつらいこと
があったとき、家の人の誰
かに相談することができま
すか？」「あなたの気持ちを
分かってくれる友達がいま
すか？」「先生はあなたがが
んばったことを褒めてくれ
ますか？」「あなたにはいい
ところがあると思います
か？」などの質問に子ども
たち一人一人がどう答えて
いるか、学級全体、学年全
体としては、どんな傾向が
あるのかなど、詳細に分析
してあります。また教科の点数と質問紙の結果をリンクさせた集計も
あります。
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あなたのその一言が、自分を少しだけ楽にしてくれた。
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左についての対応
は、２月２２日（土）
の安心メール及び２

月２５日（火）の配布プリント等でお知らせしたところで
す。今のところ、２月最終週及び３月の第１週めの行事等
について検討しお知らせしたところです。職員の研修や出
張等も軒並み中止となっています。最後の授業参観や懇談
を中止することになり申し訳ありません。また、お別れ遠

足については、年度当初予定されていなかったものを３月６日（金）に
実施予定でした。しかし、いくら屋外とはいえ、１０００人の児童がさ
んさん公園まで歩き、全校児童参加によるゲームをし、輪になってお弁
当を食べることを考えたとき、異学年の接触の機会が多くなることは避
けられないことから、各学年の出し物を録画
し教室で視聴する案をとることにしました。
学校での子どもたちの生活を見ていると、

「危険と言えば全てが危険。」「いつもと変わ
らず元気と言えば元気。」というのが現状で
す。現実にできる感染防止策をとる以外予防
策はありません。 ３月中旬以降については
追って連絡いたします。６年生にとっては一度しかない卒業式。例年通
りの方法で実施したいのはやまやまです。もうしばらくお待ち下さい。

下記のような子どもほど点数が高いことが本校
の結果からわかります。
○がんばった時、先生や友達がが認めてくれてう
れしかった経験がある。

○授業やクラスの役割などで自分は先生や友達か
ら期待されている、頼りにされていると感じる
経験がある。

○分からないとき、先生が分かるまで教えてくれ
る。

○クラスの話し合いや友達とのあいだで意見が合
わなかった時、みんなが納得できる方法を考え
て提案する。

○自分の考えがうまく伝わるように資料や話の組
み立てなどを工夫して発表する。

○朝食を毎朝食べている。
○好きな教科や授業がある。
○読書量が多い。
○人の役に立つ人間になりたいと思う。

もちろん、個人差はありますが、全学調・県学調のどちらも、国語も算数
も、テストを受けた全学年において、全国平均や県平均を上回っています。
しかし、「自分のことが好きか」「自信があるか」など、自己肯定感や自尊
感情が低い結果が出ています。ひとことで言うと、周りの大人はもっと「認
め、褒め、励まし、伸ばす」ことが必要だと考えます。

発行するつもりができなくなった
学校便りです！ （参考資料）




